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学校関係者評価 評価委員 

（敬称略） 

 

委員長 米澤 泰司 

委員  大原 敏敬 

委員  宮野 博 

委員  前原 園代 

委員  川原 勲 

委員  酒井 真紀 

委員  杉山 樹加 

委員  蔭山 峰子 

 

 

 

 

 

評価項目の達成および取組み状況 

 

【1】教育理念・目的・目標 

【2】教育課程・教育の実施・学修効果 

【3】学生の受入れ・学生支援 

【4】教育実施組織・教員 

【5】教育環境 

【6】教育活動の基盤と改善・向上の取組み 

 

上記の項目に基づき、自己点検評価を３段階で表示 

3：基準を満たしており、特筆すべき取組みを行っている 

2：概ね基準を満たしている 

1：基準を満たしておらず改善が必要 

 

自己評価回答責任者 

副校長 青木千鶴香 

看護学科教務主任 大池秀子 

准看護科教務主任 中川昌子



1 

 

大項目【１】 教育理念・目的・目標 

小項目 評価の基準 
自己点検

評価結果 
現状（評価結果の分析） 今後の改善方策 委員からの指摘事項 

１ 

教育理念、

目的及び目

標の設定等 

教育理念・目的等を踏ま

え、当該専門学校として目

標を明確に設定し、養成す

る人材像を明確にしているこ

と。 

３ 

卒業アンケートの結果から、教育理念の理解が不十分な学生が一定

数見受けられる。理念が単なる形式に留まらず、教職員の行動指針

として体現できているか再確認が必要である。 

教育理念のキーワードとなる「誠実」な看護師を育成するために、教

室に教育理念を掲示している。折に触れ「誠実」に戻り学生と共有し

ている。 

教室の前後や廊下の掲示板など目につく場所に掲示している。授業

やホームルーム（クラス目標の設定）時など、あらゆる場面で意識付

けしている。准看護科においても、短期間の修業年限の中でいかに

「誠実さ」を育むか、限られた接触時間での指導に注力している。 

入学時のオリエンテーションやその他の

機会に、教育理念について都度説

明したい。アドミッションポリシーについ

ても同様である。具体的には、学生

便覧への記載や校内への掲示だけで

はなく、教職員が日々の生活指導や

技術チェックの際、理念に基づいたフ

ィードバックを徹底する。 

 

看護職は対象の尊厳を尊重し、権

利を擁護する立場にあるため、学内

においてその素地の育成は重要と考

えている。今後も教員一同で情報交

換し取り組みたい。 

 

学生個人が教育理念を意識できる

場面として、臨地実習が効果的と考

える。対象と向き合う臨地実習、そし

て卒業前の「看護のまとめ発表会」の

プロセスで、自分の看護観を見つめる

機会として成長を実感させていく。ま

た、学生自身が「誠実さ」を自己評

価できるチェックリストを導入し、定期

的な内省を促す工夫を行う。 
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大項目【２】 教育課程、教育の実施，学修成果 

小項目 評価の基準 
自己点検

評価結果 
現状（評価結果の分析） 今後の改善方策 委員からの指摘事項 

１ 

教育課程の

編成と授業

科目 

学校の目的・目標及び養成

する人材像を実現するために

必要な教育課程編成・実施

方針を作成した上で、教育

課程を体系的に編成し、系

統性・段階性に配慮した授

業科目を配置していること。 

 

 

2 

学生に対して教育理念や目標を周知していく。 

教育課程は講師の都合で講義時期がずれることはあったが、概ね計

画通りに進んでいる。 

基礎専門分野、基礎看護概論、倫理、基礎看護技術を１年次前

期から配置し、２年次の各論実習に備えている。准看護科では、閉

科に向けた段階的な教育体制の縮小の中でも、学習密度の低下を

招かないよう時間割を調整した。 

カリキュラムの運用方法は引き続き教

務会等で検討していく。 

 

准看護科は原級留置ができないた

め、最低限の基準は担保できるよう、

学生の学び、成長を実習指導者と

協議しながら促し、卒業まで伴奏し

ていく所存である。 

 

閉科までのカウントダウンが学生のプ

レッシャーとならないよう、実習施設と

も密に連携し、一人ひとりの到達度

に応じた個別支援計画を徹底する。 

 

２ 

教育の実施 

授業科目内容に応じ、講

義、演習、実験、実習又は

実技など、適切な授業形態

で教育が実施され、かつ適

切な教材が用いられるととも

に、成績評価基準に基づき

成績評価を行っていること。 

 

 

2 

担当している教員が教務会で発表し、演習は全員で指導・評価を行

う。学生個々の技術習得状況を教員間でリアルタイムに共有し、指

導のバラつきを防いでいる。 

教員が自身の担当のシラバスを作成し、授業形態や評価を明示して

学生に周知している。 

基礎看護技術の原則を、根拠を持って実践できることを狙いとし、看

護の基礎が揺るがない土台となるよう、実技に力を入れている。 

 

３ 

単位・卒業

認定 

学校の目的・目標及び養成

する人材像を実現するために

必要な卒業認定方針（資

格・免許等を含む修得させる

職業能力を含む）を学科・

コースごとに定め、当該方針

に基づき卒業の認定をしてい

ること。 

 

 

3 

卒業判定会議を開き、運営会議で報告している。客観的な評価指

標に基づき、厳正な卒業認定を行っている。卒業認定に関しては学

則に明示している。 

進級についての考慮が閉科の決定後となり苦慮した。特に未修得単

位を持つ学生に対し、閉科までの期間内でどのように救済・指導を行

うか、個別対応の限界と公平性の間で検討を重ねた。 
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小項目 評価の基準 
自己点検

評価結果 
現状（評価結果の分析） 今後の改善方策 委員からの指摘事項 

４ 

学修成果目

標の達成状

況 

卒業認定方針を踏まえ、学

科・コースごとに職業能力を

含む資質能力の習得（資

格・免許等の取得や知識・

技術・技能の修得含む。）

についての目標を定め、その

目標が達成できていること。 

 

 

3 

国家試験対策は１年次より計画を立てて実施している。模擬試験の

結果を詳細に分析し、学生の苦手分野に特化した補習や個別指導

を強化している。 

毎年看護師国家試験合格率１００％を目指し、計画的に進めて

いる（令和７年度 ９４．４％）。 

臨地実習や看護のまとめ発表を通して目標を達成した。准看護資格

試験においても、最後の一人まで合格へ導けるよう、学科を超えた指

導体制の協力に努めた。 

全体で合格を目指せるように面接・

指導をより細かく実施する。成績下

位層への早期介入だけでなく、メンタ

ル面のフォローも強化し、学習意欲の

維持に努める。 

 

学生が望む進路に実現に関

する目標を定め、その目標が

達成できていること。 
3 

就職については学生の希望通りになるよう指導していく。学生の意向

と、将来のキャリア形成を重視した面談を行っている。 

就職や進学について学生の希望を聞き指導している。 

准看護科卒業後の進学コースへの移行についても、個々の学習意欲

に基づき、適切な進路選択ができるようサポート体制を維持した。 
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大項目【３】 学生の受入れ、学生支援 

小項目 評価の基準 
自己点検

評価結果 
現状（評価結果の分析） 今後の改善方策 委員からの指摘事項 

1 

学生募集及

び入学者の

選抜、収容

定員の管理 

入学者の受け入れ方針、入

学選考基準、方法を定め、

入学希望者に明示し、入学

者の選考を公正に行い、合

否を決定していること。 

 

 

3 

年間複数回行うオープンキャンパスにおいて説明を

し、入学希望者に明示している。 

定員割れについては学生募集に尽

力し、定員確保に努める。 

 

留年者や退学者を出さないため、学

力不足の学生に対し細やかな学生

指導の実施、保護者との連絡を行

う。 

 

HP や SNS を活用して「本校での学

びの可視化」を行い、受験生の志望

度向上を図る。 

 

受験生が減少しているため、学校訪

問を増やし、オープンキャンパスの内

容を工夫する。 

 

社会人に向けては、隣接保育園や

専門実践教育訓練給付金制度の

活用事例を具体的に紹介し、入学

後の生活イメージを具体化させる。 

 

休学中の学生への対応不足を解消

するため、定期的な状況確認を行

う。 

近隣高校の定員割れや日本語学校の

新設、高校生人口の減少といった厳しい

環境を真摯に受け止める必要がある。単

独の学校の取り組みにとどまらず、全体で

新たな募集施策を講じる必要がある。 

具体的には、ハローワークの中学生向け

キャリアプログラムへの参画や、「夏休み子

ども教室」の活用など、小中学生のうちか

らの早期啓発活動の実施、継続が必

要。 

 

留学生の受け入れに関しては、制度の

壁や入国管理局の審査厳格化（ビザ

取得による勤務開始の遅れ等）という実

情を確認。初めてのケースで時間を要し

た点を踏まえ、今後の卒業生増加を見

据え、入管手続きの状況把握も必要。

同時に、外国籍の方も安心して就職・定

着していけるよう、入学から就職・就労許

可取得に至るまで不安なく学べる支援体

制を早期に確立することを望む。 

学生の受入れは、入学定員

に基づき適正に行っているこ

と。【修学支援新制度機関

要件の確認】 

 

 

3 

適正に行っている。 

２ 

自主的な学

習の促進に

対する支援 

学生の学力や学習状況を

把握し、入学前教育や補修

授業を行うなど学習支援に

取り組んでいること。学生の

円滑な学習に向け、シラバス

の活用による学習成果の向

上や自主的な学習に関する

適切な支援を行っているこ

と。 

 

 

3 

入学前に学習状況を把握、テストを実施し学習に関

する適切な支援を行っている。 

健康面や学習面で課題を抱える学生一人一人に応

じた学習支援に取り組み卒業に導いた。 

３ 

多様な学生

に 対 す る 支

援 

適切な体制を構築し、障が

いのある学生、海外からの留

学生、社会人経験者など、

多様な学生に対する支援を

行っていること。 

 

 

3 

校長（医師）とも相談し、また当該学生の卒業校

にも相談、連携をしている。 

多様な学生（多国籍、社会人経験者、ひとり親

等）の悩みや課題に向き合い、支援した。 
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小項目 評価の基準 
自己点検

評価結果 
現状（評価結果の分析） 今後の改善方策 委員からの指摘事項 

４ 

学生生活に

関する支援 

カウンセラーの配置、相談室

の設置など、学生の相談に

対応するための環境整備を

行い、適切に運営しているこ

と。 

 

3 

専門心理士と教員、場合によっては事務とも相談を

行い学生の環境を整えることに努めている。 

カウンセラーの紹介、個別の相談等に応じている。 

 

留年者、退学希望者など学

習の継続に困難な問題を抱

える学生に対し適切な対応

を行っていること。 

2 

退学者は少ないが、個別の事情を丁寧に聴取し、安

易な退学を避けるための対応をしている。 

個別の対応に時間をかけて取り組んだ。特に実習指

導は目配り気配りに努めた。ただ時間的にも人員にも

余裕がなく、休学中の学生への対応は最低限とな

り、十分な対応とは言えなかったかもしれない。 

准看護科の学生は勉学と仕事や家庭を両立させて

いるケースが多い。学業継続の困難に対しては支援

策を検討したが、閉科のスケジュールとの兼ね合いが

課題となった。 

 

 

学校保健安全法に基づく学

校保健計画を策定し、学生

の心身の健康管理体制を整

備し、適切に運用しているこ

と。 

2 

健康診断の結果を把握し、再受診の指導などを行っ

ている。 

 

学生の経済的側面に対する

支援体制を整備し、適切に

周知、運用していること。 

3 

奨学金等含め、経済的な不安のある学生には常に

相談できる体制を用意している。 

 

学生のキャリア支援、就職支

援に対する支援体制を整備

し、適切に周知、運用してい

ること。 

2 

面接対策などの就職支援を適切に行っている。 

就職時期が前倒しになっており、また昨今エントリー

方法がオンラインなど病院ごとに多様化しており指導

に苦戦している。 
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大項目【４】 教育実施組織・教員 

小項目 評価の基準 
自己点検

評価結果 
現状（評価結果の分析） 今後の改善方策 委員からの指摘事項 

１ 

教 員 の 配

置 、 募 集 、

採用 

教育課程を実施するのに必

要な、資格・要件を備えた教

育を確保するために基準等

（教員の採用基準等）を

整備し、適正に運用している

こと。 

 

2 

教員の異動を行い、整備、運用している。 

看護学科 基準以上の配置をしているが、学生の指導に時間がとら

れており教員は多忙となっている。 

准看護科 教員数は最低限の確保が必要な状況である。非常勤職

員で補完しているが、安定的な人員確保は不可欠。 

准看護科が閉科することにより、来

年度の配置を考えたい。一学科体

制への移行を、教員の多忙感解消と

教育の質向上につなげる好機と捉

え、校務分掌の抜本的な見直しを

実施する。 

 

コロナ以前は各教員が計画的に研

修等も受けられるよう調整していたの

で、見直したい。 

外国人留学生の受け入

れ増加や、それに伴う入

管手続きなどの業務、学

生への個別指導の強化

などにより、教員の多忙

化が懸念される。 

 

准看護科の閉科を見据

え、教職員がチームとして

機能するよう組織体制を

再編されたい。業務負

荷の適切な分散と良好

な職場環境を維持し、

教員が質の高い教育活

動と自己啓発に専念で

きる環境整備が望まし

い。 

教員の常勤・非常勤、年齢

構成等、また教員一人当た

りの授業時数等を把握して

いること。 

 

3 

年度初め教員の配置、一人当たりの授業時間等を把握している。 

経験年数、個人の力量に応じた時間数を本人の意見、教員間です

り合わせて割り当てた。 

 

２ 

教員の組織

編制等 

学校の目的に応じた分野の

区分ごとに必要な教員組織

を整備し、業務分担、責任

体制を規程等で定めている

こと。 

 

3 

年度初めに定めている。 

看護学科 教務事務が不足している。 

准看護科 実施していたが人員不足により円滑な運用が非常に厳し

くなっている。早期の人員充足が望まれる。 

教員間で連携、協力体制を

構築していること。 

3 

看護学科 協力体制は取れている。教員間の話し合いで業務や学

生指導の方針を決めている。 

准看護科 実施していたが人員不足により整備が厳しくなった。業務

負荷が増大しており、組織的な連携体制を維持・整備していくための

人員充足が望まれる。 

 

３ 

教員の資質

の向上 

学校の教育活動の改革、工

夫 を 行 う FD （ Faculty 

Development）などの取

組や教員の研究活動、自己

啓発等への支援を行っている

こと。 

 

2 

教員の研究活動、自己啓発等への支援が難しい。 

各教員に任せている部分があり、個人の努力や有給の活用に依存し

ている。 
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大項目【５】 教育環境 

小項目 評価の基準 
自己点検

評価結果 
現状（評価結果の分析） 今後の改善方策 委員からの指摘事項 

１ 

教育環境の

整備 

教育上の必要性に対応でき

る施設・設備、機械器具等

を備えていること。 

2 

開校から年月が経ち、施設、設備、機械、器具等について不具合が

解消されていない部分も出てきている。 

故障等できるだけ早く対応する。優

先順位の高い実習器具などから順

次リニューアルの計画を進める。 

 

学生の休憩スペースの不足について

はスペースの再編を検討し、環境整

備を推進する。 

 

学生の学習支援のための施

設（自習室等）を整備して

いること。また、学生の休憩、

食事のためのスペースを確保

していること。 

2 

学生支援のための施設が十分でない。３学年が揃った時には十分な

スペースとは言えない。 

 

図書室を設置し、専攻分野

の教育に必要な専門書及び

参考図書を配架し、必要に

応じて学生が閲覧できるよう

にしていること。 

3 

図書室の利用度は高い。   

２ 

安全対策、

防災組織 

学校保健安全法に基づく学

校安全計画を策定し、学校

における安全対策を適切に

行っていること。 

2 

年２回の防災訓練を行っている。その他公的なイベントがあれば参加

したい。 

  

火災の発生や防災に関する

組織体制を整備し、適切に

運営していること。 

3 

災害に対する認識を高めるための訓練が必要である。   

３ 

施設・設備

等の点検、

改善等 

施設・設備等の日常点検、

定期点検、補修等を適切に

行っていること。 
3 

点検はできている。   
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大項目【６】 教育活動の基盤と改善・向上の取組 

小項目 評価の基準 
自己点検

評価結果 
現状（評価結果の分析） 今後の改善方策 委員からの指摘事項 

１ 

財務基盤 

当該専修学校の教育活動

を安定して遂行するために必

要かつ十分な財務基盤を確

立していること。 

3 

十分な財政基盤がある。 地域社会や実習先、受験希望者等

の理解を得るため、的確な情報を公

表したい。 

 

准看護科の閉科に向け、これまでの

教育成果を今後も活用できるよう整

理していく。 

少子化の加速で学園を

取り巻く環境が大きく変

化する中、中長期的な

ビジョンを明確にすること

が急務である。 

また、労働局やハローワ

ーク、地域医療機関とい

った外部機関との連携を

さらに深め、エッセンシャ

ルワーカーの育成・確保

を通じて、地域社会へ貢

献する学校としての基盤

を強固にされたい。 

２ 

学校運営 

学校運営の組織体制を整

備し、適切な運営が行われ

ていること（職業教育に関す

るマネジメント（教育の企

画・設計・運営等）における

責任体制を含む。）。 

1 

准看護科が閉科することにより、今後の栗岡学園のあり方を全体で

考える必要がある。 

３ 

学校評価の

実施と改善

活動 

学校関係者評価委員会、

教育課程編成委員会等外

部からの意見を反映するな

ど、関連企業団体、地域社

会等から意見を当該専修学

校の運営やその改善・向上

において活用していること。 

2 

年１回の評価委員会の意見を参考により良い学園にしたい。  

学校評価を実施し結果及び

改善状況について情報を公

表していること。 

2 

毎年公表している。  

学校評価の結果に基づく改

善への取組を組織的かつ継

続的に行っていること。 

2 

継続的に行っている  

４ 

社 会 か ら の

理解と情報

の公表 

当 該 専 修 学 校 の 教 育 活

動、学修成果、学校運営等

の状況に関する情報を積極

的に公表していること。 

2 

毎年公表している。  

 


